令和８（2026）年度栃木県病院立入検査実施要領

１　趣　旨
病院の立入検査は、この要領によって実施するものとする。

２　検査対象施設
医療法に基づいて開設されているすべての病院を対象とする。
ただし、休止中の病院は除くものとする。

３　立入検査の実施時期及び分担
原則として令和９（2027）年２月までに、広域健康福祉センター(以下｢センター｣という。)が実施することとし、必要に応じて本庁と合同で実施するものとする。

４　検査項目
厚生労働省が定める立入検査要綱の第２表検査表に本県独自の項目を加えたものとする。

５　実施方法
(1) 医療監視員
知事が任命した医療監視員(３名以上)が実施する。
(2) 通知及び事前準備
①　センターは、対象施設開設者及び管理者に対し｢立入検査実施通知｣（別紙Ａ)をもって、検査実施日を通知することとし、同時に、｢施設表｣（別紙Ｂ－１～10）を同封し、検査当日又は必要に応じて事前に提出するよう指示する。
②　医療監視員は、検査対象施設における過去の検査結果及び改善経過等を十分に把握し、検査を実施する。
(3) 検査の実施
①　｢検査表(聞き取り用)｣（別紙Ｃ－１）に基づき病院職員等にヒアリングを実施するとともに、｢検査表(院内巡視用)｣（別紙Ｃ－２）により病院内を確認する。これらを基に｢立入検査結果指導指摘基準｣（別紙Ｄ）により、該当する検査項目ごとに判定を行い、｢検査表(聞き取り用)｣にヒアリング内容、指導・指摘事項等を記載するとともに、《　》内に適正・指導・指摘の判定を記入する。
②　検査終了後は直ちに全員で協議の上、開設者、管理者又は立会者に対し検査結果を伝えるとともに、必要に応じて口頭指導を行う。

６　立入検査結果の通知
(1) 検査終了後に｢立入検査総括表｣（別紙Ｅ）及び｢令和８（2026）年度立入検査指導記録書｣（別紙Ｆ）を作成する。
(2) 検査結果の通知
①　指　摘
｢指摘｣に該当する不適合事項があるときは、当該病院開設者及び管理者に対して｢立入検査結果通知書(指摘)｣（別紙Ｇ：様式１)により結果を通知し、｢改善計画書｣（別紙Ｈ）の提出を求めるとともに、その実現に向けて必要な指導を行う。
②　指　導
｢指導｣に該当する不適合事項があるときは、｢立入検査結果通知書(指導)｣（別紙Ｇ：様式２)により結果を通知し、速やかな改善を求める。
③　適　正
不適合事項がないときは、｢立入検査結果通知書(適正)｣（別紙Ｇ：様式３)により結果を通知する。

７　再度の立入検査の実施
令和８（2026）年度の立入検査で医師数が標準数の50％以下であることが判明した病院について、｢再度の立入検査の実施について｣（別紙Ｉ）に基づき、再度の立入検査と必要な指導を行う。

８　立入検査結果の報告
センターにあっては、立入検査終了の都度関係書類(別紙Ｂ-１～10、Ｃ-１～２、Ｅ、Ｆ)を取りまとめ、速やかに医療政策課宛て報告するものとする。また、不適合事項があった病院から「改善計画書」(別紙Ｈ)が提出されたときは、速やかにその写しを医療政策課に送付する。

９　その他
立入検査に関する書類の取り扱いについては、その内容が関係者以外に漏れることのないよう配慮するものとする。
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